
 

卒業に向けて（児童の皆さんへ） 
校長  川㟢 貞昭  

  

 3 月になりました。学校のまとめの月です。次の学年に進級するために、しっかりと準備をしてお

きましょう。6年生にとっては、小学校生活はあと少しです。卒業式では校長の式辞としてお話をし

ますが、日ごろ私が考えていることがあります。他の学年の人も是非考えてほしいことです。 

 卒業式を英語でグラデュエーションと言いますが、アメリカの大学ではコメンスメントとも言い

ます。開始・始まりの意味です。卒業は新しい進路への出発であり、新しい勉強の、生涯にわたっ

ての学習の始まりなのです。自分を生かす勉強、好きなことに向けての勉強の始まりであり、一人

立ちの旅への出発ともいえます。その出発にあたり、以下の三つのことを考えてほしいと思います。 

 第一に、「感謝」の気持ちを忘れないことです。 

 一人立ちの旅に出発できるというのは、それだけの力がついたということです。その力をつけて

くれたのは、自分一人の力だけではなく、両親や地域の方々、先生のおかげであるという感謝の気

持ちを忘れないでください。 

 第二に、「与える心をもつ」ということです。 

 京都の宇治にある万福寺という寺に、「自分を生かそうとするならば、他と共に生きることである。

他を生かさずして、自らを生かすことはできない。」と書いてあります。今までは周囲から物心とも

に与えられてきた人生でした。これからは、与える心を持って生きていってください。 

 第三に、自分が信じる道、自分を生かす道を堂々と胸を張って、ゆっくりでいいですからまっす

ぐ進んで行ってもらいたいということです。人間にとって一番幸福なのは、仕事、ライフワークを

持っている人で、一番不幸なのは、何もすることがない人だといわれています。一生を貫き通すも

の、自分を最高に生かせるものを見つけそれに邁進し、生き甲斐のある人生を送ることを期待して

います。 

 自分を輝かせながら、人のために尽くせる人になるよう頑張ってください。健闘を祈ります。 

 

 一年間、保護者、地域の皆様には多大なる御支援、御協力をいただきました。ありがとうござい

ました。今後も、二葉小学校の子供たちのため、家庭・地域・学校が一体になっていければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 
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